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各都道府県知事

各都道擦熱教育委員会教管長

専務学校を欝く閤立大学長 殿

揮さ住労働省際政局長

j撃さ主労機省社会・援護局長

文部科学殺生涯学欝政策潟長

有松育

平成28年 (.201 6年)熊本地緩の発生に伴う専修学校鞠各種学校の
対応等について(通知}

平成28年 (2016年)熊本地畿により被災された方々に対しましては、心からお見
舞いを申し上げますs

熊本地畿とより、被災した専修学校・各議学校の生緩iまもとより、その絡の毒事鯵学校・

各議学校においても当畿地譲iこより被災した地域に関わりのある生綾については、綬撲を

受けられないえまどの支障が生c;ることが懇定されます砂

ついては、被災した生後の進学、穆学、議室機等における不利益が生じることのないよう、

下記事務について、十分欝磁意いただくようお麟いします。

各部滋府県知事及び岳都道府県教育委員会教管長とおかれては、所管又は所轄の毒事修学

校及び各議学校に対して‘響下に専修学校を覆〈各国立大学長におかれては、管Fの考察修

学校に対して、 j等生数{勤省控室政局長及び社会・援畿局長におかれては、所管の専{農学校に

対して、とのことについて鰐知いただきますようお綴いしますe
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1.鯵学磁難な生捷に対する艶惑について

後幾料、入学科、実習室妻、施設務機重量等の給付が欝畿となった生議〈被災に伴う転

入学者建撃を含むJに対しては、告を学校における経済的支緩に擬する鰯度考察の話用や、
納付時期の猶予等の弾力的な取扱い、約談体鰯の充実を践り、学ぶ窓欲のある生徒が

経?斉的理由により諺学を新;念することがないよう、配惑をお願いするとともに、支援

をお饗とする生徒やその保護者に対し、以下の具体的な内容及び利府方法の周知をお

願いします。
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( 1 )奨学金の童福時的申込み受付

被災により諺学欝畿な生徒iこ対しでは、強立行致法人野本学金支議機構が奨学

金事業を実施してお号、特;こ議K:it治24急変した生徒を対象に、通常と受給芸要件が異
なる繋学金(緊急採用奨学金(線利子〉及び搭急採用奨学金(脊利子))の申込

みを髄待受け付けています。

(2)遂選不要の支援金給付

本災害により本人が援往する投書誌に半壊以上の被審を受けた生;殺を対象に‘

JASSO支接金 (10万円〈返還不婆nの申績を随時受け付けています。

[参考]JASSO日本学生支援機構 f緊急採舟奨学金、減額返遼・返還期限猶予を JASSO

支援金の受付について(平成滞年熊本操熊本地方の地震)J

加p:llww税制xtgo.jp/compone混ぜえ期切ulother/de:祖ill_.ics抗les1総.el<観樹立016/04/16/136

9809_ 002.pdf 

2，タH選人留学生に対する配識について
タ主義護人留学金については、文部科学識屯強立行政法人民本学金支機機構や各噂門学

校考察における綴務的支援制度の活用、授業料の納付期限の猶予等の弾力的な取扱い、

相談体制の発議簿について配磁をお麟いします。

また、地畿を受けて婦関した外隣人留学生が、円掃に鐘学できるよう、授業碍開時

懇の柔軟な設定や履修議錦織掲の延長籍、特設の叡惑をお鱗いします。

3.転学者撃における恕嫌について
入学者や在学生等の中にはも絡の地域の学校への入学先ぬ変翼さや豪語学を場議する者

があることも予惣されることから、これらの者の入学・転入学についても、弾力的に

取り扱われるようお鱗いします。議に、授業の持関が当額寝苦難となる学校がある場合

には、そのλ学者や在学生等の修学の機会を確保する観点から、特段の穏騒をいただ
くようお機いします。

4.補充のための授業等について

被災した生後が在籍する学校においては、当該生徒が授業を十分受けることができ

ないことによって、学修に馨しい遊れがさ色じるような場合には、可能な援り、補充の

ための授繁その他必要な?警鐘を鋳じるなど獲さ騒をお緩いしますe

被災した生徒の尊重誌の認定、修了の認定等にさきたっては、弾力的に対処し、当該生

援の進学・就職等に不利益が生じないよう霞i撃をお緩いします。

3*綾織活動等なおける配惑について

璃夜就職議動中のさ主誌に対しては、ハローワーク等閑採機関と議機しつつ‘一!留の

紋織支援への配長筆者お騒いします。

また、 a般社関法人日本経済協体迷合会は、 4月18日付けで「熊本地幾の被災学

生等に対する採用選考活動の隊長撃のお麟しりにおいて、会議企業に対し学生の不安を

和らげ、主主平・公立な採用機会を議採する緩点から、エントリーシートの提出期綬の



緩設やホームページ等を活用した金議説明会のさらなる活用等を要議しています。各

学校においては教職員はもとより、生徒への縄知をお綴いいたします察

なお、被災による心的ストレスを抱える生徒の恕援に努め、校設にJit¥じて地域の医

療機欝等とも連携してきめ織かく対応するなど、メンタルへんスへの適部な対応をお

襲警いします。
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